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～視線一致を知覚する心理的要因～
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人は相手の視線が自分の目に向
いていなくても視線が一致して
いると思うことがあります。例
えば、視線が鼻に向けられてい
ても目が合っていると思います。
この展示では、視線一致知覚が
視線の物理的な方向だけではな
く、心理的要因に影響を受けて
変化することを紹介します。

個人の社交性不安や、相手の性
別などによって視線一致知覚の
有無が影響を受けることを実験
で計測し、世界で初めて発見し
ました。コミュニケーションの
基本的要素である視線認知につ
いて個人差だけでなく相手との
関係など環境の影響も受けるこ
とがわかりました。

ビデオコミュニケーションでは
厳密な視線一致が困難です。本
研究の知見を応用することで、
利用者に視線一致を意識させた
自然な対話を行わせることが期
待できます。また、人が視線を
重要視する心のメカニズムにつ
いて理解を深め、視線恐怖など
の問題に迫ります。

実験方法

・2人の間にポールを立てる
(両目の中心を原点、2cm刻み20×20箇所)

・送信者はポールか受信者の目いずれかを注視
・受信者（左）は送信者の注視先を回答

本当はポールを注視しているのに、

「自分の目が見られている」と誤答した箇所を

視線一致範囲とする。

結果

視線送信者

視線受信者

社交性不安
他者から注目されることに緊張し強い不安を感じること。

質問紙で測定。個人特性を検討。

目的 視線知覚に関与すると予想される社交性不安(個人特性)および、相手の性差(環境特性)を

検討し、視線コミュニケーションの基礎的理解を深める。

視線知覚の広狭はなぜあるか？

→ 有効な環境が異なる

(1)危険回避のため過剰知覚が有利

(2)視線シグナルの混信を避ける

e.g. 捕食者からの逃走、社会

関係の拒絶(社交性不安)

e.g. 自分への興味の識別送信者
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視線送信者
1人の視線受信者(実験参加者)は男女それぞれと対峙。

環境特性による変化を検討。

異性が相手 同性が相手

社交性不安(個人特性)と共に、相手の性別(環境特性)も視線一致範囲に影響をあたえることがわかった。


